
社会福祉協議会ってなあに？

社会福祉法人 壬生町社会福祉協議会



社会福祉協議会とは



社会福祉協議会

社協の【役割】

『地域福祉の推進
を図ること』

社協
通称





『福祉』とはどんなイメージ？

高齢者？



『ふくし』は、
自分を含めたすべての人の為にありま
す。
みんなが幸せになれるように取り組む
しくみです。



特定の人（ハンデのある人等）の
為のものではありません！

ふ く しだんの らしを あわせに



地域福祉とは・・・

自助力

町民一人ひとり
ができること

公助力

社協・行政・
専門職など

共助力

住民の助け合い・
支え合い

すべての町民が安心して生活が送れるように、町民、事業者、各種団体、行政、
社協がそれぞれの役割を果たしながら地域全体で力を合わせて課題解決に取
り組むこと

孤独死虐待

育児
不安

生活
困窮

地域にある生活課題や福祉問題は自分の一人の力（自助）で解決できること
ばかりではありません。公的な支援（公助）や共に助けあう力（共助）が必要とな
ります。

介護
疲れ

人にやさしい
福祉の
まちづくり



『自助力』
：住民一人ひとりができること

『共助力』
：地域のみんなでできること

『公助力』
：行政機関などの公的機関ができること



・町民の皆様が住み慣れた地域や家庭で安心・安全に暮らすことのできる

『福祉のまちづくり』を目指しています。

・町民の皆様のほか、関係機関（町、自治会、民生委員児童委員、地域包括
支援センター等の福祉機関、学校、ボランティア団体等）などと連携・協力しな

がら、様々な活動を行っている民間団体です。

・民間組織としての自主性と、社会福祉法に基づく公共性を併せ持つため、
行政と比較し、地域のニーズに合わせて働きかけることができます。

・全国すべての市町村に必ず一つは設置されています。

・各地域の生活課題や特性を活かした活動を進めているため、
それぞれの社協で取り組んでいる事業は異なります。

社 協 は



社協の主な財源

・住民の方からの社協会費が財源の基
盤となっています。

・お互いに支え合う地域づくりのために、
町民の皆様、事業所からご協力をいた
だいています。

※普通会員500円、特別会員10,000円、
賛助会員5,000円、協力会員2,000円

・介護保険法、障害者総合支援法に基づいて
運営している事業所の収入で福祉サービス
事業にかかる事業費、人件費を賄っています。

・訪問介護、居宅介護事業
・障害者・児相談支援事業 など

・補助金：民間性と公共性が同居している団
体であるため、行政からの補助金が導入され
ています。

・委託料：町から多くの事業を委託されており、
事業規模に応じて委託料を受けています。

・１０月１日から始まる『赤い羽根共同
募金運動』で皆様からご協力いただい
た募金は一度栃木県共同募金会に送
られ、翌年度の助成金として壬生町社
協に配分されます。

・助成金のすべてを地域福祉事業費と
して活用させていただいています。

壬生町・栃木県社協

福祉サービス収入

町民・事業所からの会費

共同募金配分金

・得た収益は全て地域福祉事業費として活用
させていただきます。

収益事業



「ふくし」パワーアッププロジェクト

社協会費にご協力いただいた方に対してお預かりした会費の一部を活用し、
むつみの森利用者が製造した商品を感謝を込めてお贈りします。



募金箱コンテスト事業
○どんな事業？
町内の小学生に募金箱をつくってもらい、募金箱の製作を通して募金活動に関
心を持ち、社会福祉協議会の活動について理解を深めてもらうとともに募金箱の
使い途を学ぶ機会とすることを目的としています。

○どこに募金箱を置くの？
町内の公共施設や協力していただける企業さんに設置します。

▲３０個の作品が集まりました ▲最優秀賞に輝いた作品



社協の組織

評議員

（議決機関
２９名）

監事
（監査機関
２名）

地域福祉係 居宅介護支援係

事務局長

社会福祉課

理事会
（執行機関 １４名）
会長１名、副会長２名

常務理事１名

・設立 昭和５１年３月３１日（登録 昭和５１年７月５日)
・役員 住民主体の原則に基づき、自治会連合会、民生委員児童委員協議会、

商工会などの各分野の代表により組織されています。

総務係
（むつみの森）
（ドリームキッズ）



社協の【取り組み】



壬生町社協の取り組み

○地域福祉事業
・団体支援事業（老人クラブ等の事務局）
・ボランティア活動の育成事業
・ハートふるる（ボランティアスクール）の共催
・地域学校協働活動推進事業への協力
・みぶっ子ドキドキサマーキャンプへの協力
・ハッピーサンタクロース事業
・車いすバスケットボール交流事業
・災害支援活動
・放課後児童健全育成事業（学童）

○障がい福祉事業
・障害者サロン（あじさいサロン）の開催
・特定相談、障害児相談支援事業
・就労支援施設『むつみの森』の管理運営
・こども発達支援センター『ドリームキッズ』
の管理運営

○高齢福祉事業
・車いす貸出事業
・お達者サロン運営支援
・訪問介護事業所の経営
・生活支援ホームヘルプ事業（受託事業）
・生活支援体制整備事業（受託事業）

○相談・支援事業
・日常生活自立支援事業（あすてらす）
・フードサポーター登録事業
・学生制服リサイクル事業
・春風応援事業
・心配ごと相談所事業
・生活福祉資金
・社会福祉金庫貸付事業
・ハートフラワー事業
・手と手を結ぶおむすび事業

○収益事業
・空き缶プレス事業
・郵便切手類販売事業（受託事業）

・共同募金会への協力
・日本赤十字社への協力



地域福祉事業



ボランティア活動と福祉教育の推進

〇育成
児童、生徒、社会人など各世代に対し、専門分野のボランティア育成

〇助成
ボランティア団体への活動推進の為の活動費の助成

〇広報
ボランティアの紹介。ボランティアを必要としている人と活動したい人とのマッチング

▲傾聴ボランティア養成講座 ▲ハートふるる２days
（中・高生向けボランティアスクール）



ハッピーサンタクロース事業
○どんな事業？
子どもたちに夢のひとときを届けるボランティアのサンタクロースを養成し、子育て世帯の
健全な育成と家族の絆作りを図ることを目的としている事業。空き缶プレス収益還元事業
として実施しています。

○どんな人が参加しているの？
ボランティア：１８歳以上の方（高校生は不可）
お届け対象世帯：小学生がいる世帯

○どんなことをするの？
ボランティアがサンタクロースの基礎学を学んだあと、サンタクロースに扮し個人宅へプレ
ゼントをお届けします。

▲サンタクロース基礎学を学びます ▲クリスマスコンサートを実施します ▲子どもたちにプレゼントを
お届けします



○どんな事業？
車いすバスケットボールを通して、障害のある方への理解とボランティア活動
への関心を深め、思いやりの精神を育むために平成１５年から実施しています。

○誰が参加しているの？
町内小学校（８校）の４～６年生 ※令和４年度は６校開催

○どんなことをするの？
車いすで生活している人の講話、車いすバスケットボールの実技

▲生活のしづらさ、思いやりについて学びます ▲障害者スポーツ、車いすの使い方を学びます

車いすバスケットボール事業



登校

遊び

学習

遊び

お昼

ＤＶＤ鑑賞・

工作

おやつ

遊び

お迎え

１６：００

１０：００

８：００

１３：００

１２：００

１１：００

１７：２０ ９：００

１５：３０

町から委託を受け、放課後や夏休みなどの長期休みに両親が共働きなどで、
日中保護者が家庭にいない小学生児童を対象として、保護者に代わり保育して
います。

学童保育の運営

・ベリーキッズクラブ
（壬生小学校）

・睦っ子児童クラブ
（睦小学校）

・ひいらぎ第１児童クラブ
（安塚小学校）

・ひいらぎ第２児童クラブ
（子育て支援センター

つばめ内）
・どんぐり児童クラブ

（壬生東小学校）
・北っ子児童クラブ

（壬生北小学校）

の６ヶ所を社協で運営して
います。

＊ある夏休みの１日＊



高齢福祉事業



お達者サロンの運営支援

○サロンって何？
地域の身近な場所で介護予防に役立つ体操をしたり、お茶を飲みながら昔話に花
を咲かせたりと、仲間作りと生きがい作りを目的とした『交流の場』です。

○どんな人が参加しているの？
一人暮らしの高齢者・高齢世帯を中心におおむね６０歳以上の町内在住の方であ
れば誰でも参加できます。
※育成会や保育園の子どもたちと活動する多世代交流会も実施しています。

○開催場所は？
地域の方が気軽に集まり、継続して実施できる場所
例）自治会公民館、コミュニティーセンター等
空き家を利用しているサロンもあります

・お達者サロンリーダー研修会（年２回）
・レクリエーションメニューの提供
・参加者募集のための広報（チラシ作製）支援
・サロン運営のための補助金支給

社協の支援は？

▲研修会で、新しい活動メニューを学びます



○どんなことをするの？
健康体操、お茶会、おしゃべりの会、輪投げ等のレクリエーション、音楽会・・・・など

▲小学生と交流（多世代交流事業）

▲ボッチャの体験

▲近くの公園までお花見に行きました

老人クラブとの違い

・会員でなくても自由
に参加できます
・老人クラブはサロン
活動内容に加えて
社会奉仕活動が加
わっています



○訪問介護事業、日常生活支援総合事業（ヘルパー派遣）

訪問介護員（ヘルパー）が高齢者宅で食事、入浴、排せつ介助
等の生活上の援助を行います。

介護保険による介護サービスの提供

○ホームヘルプ事業

訪問介護員（ヘルパー）が高齢者宅で食事、入浴、排せつ介助、
通院介助等の生活上の援助を行います。（全額自己負担）

○車椅子貸出事業
・ケガや外出などの理由で、一時的に車いすが必要となった
方に車椅子を貸出します。
（病気やケガ、家族旅行、介護保険を申請し認定がでるまで等）
・最長３か月、無料で貸出しています。

介護保険外のサービスの提供



生活支援体制整備事業（受託事業）

・高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最期まで続けられるよう
地域住民、団体、企業など様々な人が協力し合い、みんなで支え合う
地域づくりを目指します。
この事業を推進するために「地域支え合い推進員」を配置しています。

・主に①情報収集、②担い手の育成・活動サポート、③行政・専門職との連携
をしています。

「壬生町地域活動～つなぐ～」
というSNSアカウントで
町内の福祉活動を紹介しています。

フェイスブック インスタグラム



障がい福祉事業



〇あじさいサロンとは？
社会参加のきっかけ作りと生きがい作りを目的とした、障がい者の活動の場です。

〇誰が参加できるの？
町内在住のおおむね２０歳以上の障がいを持っている方が参加できます。

〇どんなことをしてるの？
月１回（土曜日）、町保健福祉センターでチャンバラやフライングディスクなどの
レクリエーション活動をしています。

障害者サロン（あじさいサロン）の運営

▲フライングディスク（ディスクを輪に入れます）▲サークルビンゴ（輪の中にボールを入れます）



○居宅介護・重度訪問事業（ヘルパー派遣）
訪問介護員（ヘルパー）が障がい者宅で食事、入浴、排せつ
介助等の生活上の援助を行います。

○移動支援事業（ヘルパー派遣・受託事業）
障がい者の方の買い物などの外出支援を行います。

○障害相談支援事業
障がい者・児の方、その家族から、日常生活や社会生活など
に関する相談を受け、必要な情報提供、福祉サービスなどの
利用について支援を行います。



町から指定管理を受け、障がい者の就労支援や社会参加の支援を行っています。

○仕事内容
室内作業（近隣の企業から請け負った軽作業）、ペットボトル圧縮梱包作業
（町から委託）、空き缶選別・プレス作業、ジャム・ビーズキーホルダーの製造
販売など

◀とちおとめの箱折り作業

ペットボトル作業▶

▲ジャム製造作業

就労支援施設むつみの森の運営



▲空き缶を仕分けています ▲機械でプレス加工した缶 ▲集めたペットボトルキャップ

空き缶・

ペットボトル
キャップ

の回収

空き缶仕分け・
プレス作業

リサイク
ル業者
へ売却 収益金

利用者

工賃

地域福祉

事業



町から指定管理を受け、発達に心配や不安をお持ちの未就学児や学童へ
の療育を行っています。

様々な療育活動を行っています。

感覚遊び：小麦粘土、水遊び
リズム遊び：音楽に合わせて

体を動かす など

専門療育や就学相談会、
保護者勉強会等も
行っています。

こども発達支援センター
『ドリームキッズ』の運営



相談・支援事業



○生活福祉資金貸付事業、社会福祉金庫貸付事業

低所得者、障がい者、高齢者に対し、経済的自立を目的に資金の貸付
を行います。

また、低所得者世帯に属する者が高等学校、大学または高等専門学
校（学校教育法に基づく学校）に就学するために必要な経費の貸付を行
います。

○高額療養費貸付事業
高額療養費の支払いの困難な方への貸付を行います。

貸付事業



○心配ごと相談事業（受託事業）
相談員による生活上の悩みごとや（常設）、
月１回の弁護士による法律相談を実施します。

＜弁護士相談＞
毎月第２木曜日（１０：００～１２：００）１人２０分
申し込みは第２月曜日（電話申込 先着順）

○あすてらす みぶ（日常生活自立支援事業）
認知症や知的障がいなどにより判断能力に不安があり、
生活費の管理にお困りの方を対象に日常的なお金の
出し入れ等のお手伝いをさせていただきます。



ハートフラワー事業
○どんな事業？
経済的理由などで生理用品を入手することが困難な状態にある方に対し、
生理用品等を無料配付します。町内在住の方であれば年齢、性別など関係
なくだれでも受け取ることができます。

○どこでもらえるの？
保健福祉センター（社協事務局、みぶりん）、役場（本庁舎、稲葉出張所、
南犬飼出張所）、児童館で窓口においてあるカードを提示することで受け
取ることができます。みぶりんのみ土日も受け付けています。
また、町内小中学校において校内のトイレ等に生理用品を置いています。

▲ナプキンとマスク、各種相談窓口一覧が
記載された用紙をお渡しします。

▲受付窓口にチラシとカードが置いてあります。



フードサポーター登録事業
（食糧現物支給）

①フードサポーターの登録をお願いします。②要支援者から食料品等の支
援の申し出がありましたら、③社会福祉協議会からフードサポーターに協
力依頼の連絡をさせていただきます。④その時点で、ご提供いただける食
料品等がありましたらばご協力お願いします。⑤ご提供いただいた食料品
等は、社会福祉協議会から要支援者にお届けいたします。

社

協

① 登 録

③協力依頼

④食品等提供

②提供希望

⑤食品等提供

〇どんな事業？
緊急的に生活が困窮した方（要支援者）に対し、住民から提供していただく食料品
等を提供することで、生活維持を図ることを目的としています。住民相互の助け合
い活動です。

〇フードサポーターって何？
要支援者のために食料品等の提供をしていただける方をフードサポーターと呼びます。

支援の流れ

要
支
援
者

サ
ポ
ー
タ
ー



学校制服リサイクル事業

○どんな事業？
町民の方からお譲り頂いた学校制服等を就学に必要とする方にお渡しし、
経済的支援と、資源の有効活用を目的としている事業です。

○募集対象の制服は？
町内の中学校の制服、ブラウス、Ｙシャツ、体操着
サイズが小さくなったり、卒業して使わない制服をお譲り頂いています。

▲制服の収納はボランティア団体『みぶほたる』にご協力いただいています。



春風応援事業

○どんな事業？
支援を必要とする方で就学の際に、制服等購入の利用券2,000円分を発

行し、一部を助成することにより経済的支援と、子どもたちの学校生活の充
実化及び健全育成を図る事業です。

○利用店舗は？
壬生中学校区
・こんどう 様 ・あみのや 様
南犬飼中学校区
・佐々木呉服店 様 ・なかた洋品の店 様
※壬生町衣料品組合の店舗の皆様にご協力をいただいております。



その他の事業



日本赤十字社への協力

◆日赤募金とは？
災害や火災等で被災した方への救援物
資配布や被災者支援活動を支えているの
が日赤募金です。

◆活用先は？
壬生町と国内外です。

◆使い道は？
町内：救援物資配布、救急法等講習・防

災セミナーの開催、中学・高校へ
助成等

国内外：災害支援のための救援物資や職
員派遣のための費用

＊壬生町で集まった日赤募金の約２０％
が町内、約８０％が日本赤十字社、日
赤県支部の被災地支援活動に活用さ
れています。

日本赤十字社栃木県支部壬生町分区の事務局を担当し、日本赤十字社募金運動を実
施しています。

▲被災地へ救援物資の配布

▲危険箇所を地図に書き込みます（防災セミナー）



共同募金会への協力
栃木県共同募金会壬生町支会の事務局を担当し、赤い羽根共同募金運動を実施し
ています。

◆赤い羽根共同募金とは？
『自分の町を良くする仕組み』として地域の

問題解決に取り組む民間団体などを応援して
いる募金です。

◆活用先は？
壬生町と栃木県内です。

◆使い道は？
町内：車いすバスケットボール事業、お達者サ

ロン助成、障害者サロン、小学校助成など
県内：保育園の遊具整備、障害者施設の車両

整備など

＊壬生町で集まった共同募金の約７０％が町
内、約３０％が栃木県内の福祉のために活用
されています。

▲保育園児による街頭募金活動

▲車いすバスケットボール事業



壬生町に住む人たちが心ふれあう街づくりを
目指して・・・

今後も社協活動へのご理解、ご協力をよろしく
お願いいたします。

何か困りごとが

あった場合は社協
にご連絡ください！

電話番号

82-7899 まで

フェイスブックのフォロー
よろしくお願いします。


	スライド 1: 社会福祉協議会ってなあに？
	スライド 2
	スライド 3: 社会福祉協議会
	スライド 4
	スライド 5: 『福祉』とはどんなイメージ？
	スライド 6: 『ふくし』は、 自分を含めたすべての人の為にあります。 みんなが幸せになれるように取り組む しくみです。
	スライド 7
	スライド 8: 　地域福祉とは・・・
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11: 社協の主な財源
	スライド 12: 「ふくし」パワーアッププロジェクト
	スライド 13: 募金箱コンテスト事業
	スライド 14: 社協の組織
	スライド 15: 社協の【取り組み】
	スライド 16: 壬生町社協の取り組み
	スライド 17: 地域福祉事業
	スライド 18
	スライド 19: ハッピーサンタクロース事業
	スライド 20: 車いすバスケットボール事業
	スライド 21: 地域支援
	スライド 22: 高齢福祉事業
	スライド 23: お達者サロンの運営支援
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27: 障がい福祉事業
	スライド 28: 障がいのある方への支援
	スライド 29: 障がいのある方への支援
	スライド 30: 障がいのある方への支援
	スライド 31
	スライド 32: 発達に不安があるご家族への支援
	スライド 33: 相談・支援事業
	スライド 34: 生活困窮者への自立支援と相談援助
	スライド 35: ○心配ごと相談事業（受託事業） 　相談員による生活上の悩みごとや（常設）、 　月１回の弁護士による法律相談を実施します。  　　＜弁護士相談＞ 　　毎月第２木曜日（１０：００～１２：００）１人２０分 　　申し込みは第２月曜日（電話申込　先着順）   ○あすてらす　みぶ（日常生活自立支援事業） 　認知症や知的障がいなどにより判断能力に不安があり、 　生活費の管理にお困りの方を対象に日常的なお金の 　出し入れ等のお手伝いをさせていただきます。
	スライド 36: ハートフラワー事業
	スライド 37: 生活困窮者等への自立支援と相談・援助
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40: その他の事業
	スライド 41: 日本赤十字社への協力
	スライド 42: 共同募金会への協力
	スライド 43

